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1. はじめに
ある動詞句を辿語としてみとめるか恨用句としてみとめるかは容易ではない。 本稲では現
代日本語における動詞句の中、 動詞ハシルの動詞句を対象にして、 構成要素Iii]の意味的及ぴ
文法的な辿結と相述について述べたい。動詞ハシルの動詞句を典型的な例として構成要素の
関係から祁t用句の認定と規定を定めることを目的とする。 この分析をとおして、 動岡ハシル
の動詞句における恨用表現について検肘したい。
2. 先行研究
勁詢ハシルについては主にその意味記述及ぴ意味派生の研究が行われてきた。宮島(1972)
では動詞ハシルの意味記述について、 純枠に速度だけを特徴としてほかの動詞から区別され
るものは、 和話の基本的な動岡にはない、 また主体の数は限定されていなくて、 人lOl•動物
以外の主体は、「うごく」と対立すると述べている。森田(1989)では動詞ハシルの意味派生に
関して、 動詞ハシルの 「事物が勢いよく進む／激しく動く」表現として「節／光・虫酸ガハ
シル」 などの例をあげ、動詞ハシルの本来の使い方であるが、 今日残っている用例はごく限
られていると述べている。ところが、 従来の研究で動岡ハシルの恨用表現について、 充分な
検討が行われているとは言いがたい。
本格的な忙t用表現(1rt用句）の研究は、白石(1969)から始まる。氏は梢成要紫間の意味関係
から 「成句（附ft用句」を設定し、 恨用句たる成句的恨用句を、「構成要素の両者が結ぴ付い
て意味がはっきりするもの（「気がきく 」 ）」「句全体の意味が構成要素の語の意味だけでは理
解できないもの( 「II如が立つJ )」と 「一方の意味が比唸からきているもの（「半EJをつぶす」 ）」
r構成要素の賄がその意味以上のものを暗示するもの（「頭をかく」 ）」とに分けている。 そ
して、 前者の二つだけをイデイオムとして認めている。 ところが、言語現象における佃用句
の存在の認定を追求しなかったため、1f間］／riJの本質規定のあいまいさが生じているとの批判
をうけている。
高木(1978)は、恨用句を「辿語相当のもの」 と「文相当のもの」に分けている。氏は文相
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当の伯用句の説明はしていないものの、 述語相当のt!'t用句については意味／形式的に詳しく
繹している。まず、 氏は意味的に辿語相当の恨用句を構成要紫が現実世界を反映している
動機づけの有無によって分け、 構成要素の全体また各々が現実を反映しているものを「恨用
的ないいまわし 」、構成要素の一方だけが現実を反映しているものを「恨用的なくみあわせ」
にタイプ分けしている。形式的には一 つの単栢が文法的能力を持っていることから、構成要
紫の単語性のよわまり ・ 喪失を 「語形変化（格の交替、 命令形、 使役形 、 受身形）」 の可否な
どで把掘し、 慨用句の固定性を説いている。ところが、構成要素の単語性の認定に段階があ
ることを指摘しているだけで、 段階の本質の把握及ぴ処理は行っていない。 また、氏はfttm
句表現における比唸的な性格を恨用句の本質的な特徴としてとらえていないが、 比喩的な表
現を起源とする動詞句が存在することから、 比P釦的な性格をflt用句の特徴として捉えた方が
良いのではないかと思われる。たとえば、「口火を切る」の場合は、 構成要素であるr口火」
が洸喩的に物事が起こるきっかけ」を表していることを起源としている。
宮地(1982)は、 恨用句を一般の連語句より結合度が高い「辿紐成句的伯用句」 と、比較的
はっきりした比喩的意味を持つ 「比喩的慣用句 」 に分けている。氏は「辿語成句的恨用句」
の形式的特徴を説明するため、 巡体句（何々の～、 形容洞）を付けて構成要索においての名
詞の文法機能を生き返らせることを試みた。 「比喩的恨用句」 の特徴を説明するため、直喩
の形式には 「 一ばかりの、 ほどの」 の結合、 隠喩の表現には語句の意味が派生的 ・ 象徴的な
比唸的意味の把姐を説いている。 その他、氏は品詞別の特徴（動洞祁t用句の67％がヲ格で結
ぱれている）、i鴎的な特徴（身体・心祁猜騒曲の 恨用句表現）を述べているが、氏の研究の功
角'1は恨用句を形式上の制約から、「命令形、 意志形｀ 受身形、 否定形、 敬賭化、 辿体修飾、
副間の修鉗i」の表現変化の可否に分け、それらを更に分類し分析したところにある。ところ
が、 一般辿栢句と佃用句の認定における考察は詳しく行われておらず、恨用句の段階的な処
理には問題点がのこる。
繹では、 以上の先行研究を踏まえて、•Wt用句の認定の甚巡として動洞句における動詞の
実質性の把握の方法を提示する。
3. 動詞ハシルの動詞句
近現代の文学作品から動桐ハシルの動開句の類型と用法を列接する。用例の収集について
は、 動詞ハシルの語形変化及ぴ終止形 ・ 辿体形を考慮に入れず、 動岡ハシルを中心に結合す
る名洞の類型別に収梨した。 ただし、 複合的な意味をもつ複合附は恨用表現とは深く係わっ
ていないので、 収集対象から除外した。用例中には係助桐ハ、 格lJ)J詞ノから成っている例文
もふくむ。勁洞ハシルの当て字としては、「走」 の以外にも、「易史、趨、 奔、 詮」 に成ってい
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る例文も考慮に入れて収集した。
表1 参考資料における作品名と動詞ハシルの動詞句の述べ語数
作品名 或 生 越 貝 競 恐 金 蔀 古 少 塩 型
延べ語数 19 1 8 1 5 23 16 8 7 8 18 31 
作品名 星 太 鎖 土 野 半 彼 ふ 夫 モ 楡 酋
廷ぺ語数 1 10 6 13 10 2 l 8 3 2 50 l 
1いし
(1) 伝令ガハシル：大天部を、足早に多くの兵 が出入し、伝令が、隊から隊の間を駆ュ
こ。（宮本百合子r古き小画』 ）
(2)トラックガハシル：国道には、絶えず戦車やトラックが追』ー、各所にゲリラの屯所
があって、この国道を突破するのが、半島の西南端パロンポン集結の耶命令を
受けた、レイテ島の全将兵の阻大問題であった。（大岡昇平r野火』）
と99"
(3)水ガハシル：あとへ引返して、すぐ宮前の通から、小柄を一つ、そこも水が走ュエ
((•"•人
込、門ぱかり、家は形もない一潜 rりを押して入ると一植木歴らしいのが三
四人、土をほって、迎んでいました。（泉鋭花r半島一奇抄J)
(4)怨ガハシル：車に乗ろうとして空を見上げると、猿はそう浪くはかかっていないと
見えて、新月の光がおぼろに空を明る＜している中をあらし模様の数が恐ろし
い勢いで走っていた。（有島武郎洟る女」 ）
くし いん・
(5)風ガハシル：朝からどんより枇っていたが、困にはならず、低い鉗がi唸気に垂れた競
屈場を黒い秋凩が黒く走っていた。（織田作之助r競馬』 ）
(6)枯業ガハシル：いつの間にか、秋はたけ、外には鈴懸樹の枯葉が風とともに舗道に
走っていた。(m野十三r生きている
＇
惰応）
(7)稲要ガハシル：深夜の空にはときどき稲要が走っていた。（三島由紀夫r金闇寺J)
へや か め(•
(8) 観念ガハシル：彼の観念は彼の室の中を駆け廻って落ちつけないので、制するのも
間かずに、戸外へ出て縦横に産2工。（炭目漱石『1皮岸過迄」 ）
(9) 戦慄ガハシル：最初に弛い風がまともにわが類に当ったとき、ほとんど官能的と云っ
てもよい戦慄が私の肌を産ュと。（三島由紀夫r金閣寺J)
(10)ポウルガハシル：手足が、一秒の何分の一かの呼吸で、きっちりと端正に動き、ポウ
ルが、言いふくめてやった意図通りに走って行く。（曽野綾子r太郎物語」）
(11)彩ガハシル：すると、河原の向う岸に、四五人の人影が固まって歩いているのに気が
ついた。彼らは上流の方へ向って歩いている。が、とつぜん彼らはひっかえし
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た。影が長くなった。その先頭に、小さい影が一つ走っていた。 （海野十三
r少年探偵長」）
(12)歌ガハシル：注意して骰きたいが、丁度その頃は、大阪の街は、ネオンサインとジャ
ズとで充泌し、低劣な流行小歌は、砲波の様に夜空を産上、放浪児の若い肉体
の弱点という弱点を刺戟して、侠は断腸の想いがしていたのである。 （小林秀
雄庄ォッァルト 』 ）
(13)声ガハシル：忠平は、どきりとした。こちらへ歩いてくる女をみたとたんに、思わ
ず咽喉から．酪愕の祁が走2年。「そ、固子」。（水上勉 r越前竹人形」）
(14)音ガハシル：下宿の窓の下を下駄の音が座ゑ。走っているのは僕だ。以前のことを
思っては駄目だ｀ こ ちらはB蒻に苦しくなって行く……父の手紙。父の手紙は
僕を揺るがす。（原民喜憚魂歌J )
(15) 汗ガハシル
し9.,
：お辰は存分に材料を節約したから
廿•
、祭の日通り掛りに見て、種吉は付洛
の狭い想いをし、鐙の下を汗が座ュ年（織田作之助
，，，れとザ人ざい
r夫婦笹恥）
(16)涙ガハシル：その信夫を、 ふ じ子はi怜かに見返した。恐ろしいほと澄んだ目である。
と、その目にさっと涙が産ュム。（三捕綾子屯狩峠J )
(17)地球ガハシル： 「はげしすぎることはありません。そのわけは こ うです。地球は一秒
間に三十キロメ ー トルの速さで、空間を走つ＿ているのです。爪力があれば建物
も人／IIlも、地球の表而にすいつけたまま、このすごい辿さで公転していくので
すが、重力がなくなると、あのとおり、建物も人間も、あとへ取残されてしま
います。そして人間もけだものも植物も、みんな死んだり社れたりしてしまい
ます」（悔野十三『ふしぎ国探検』）
(18)月ガハシル：陳った月は東から西へ走五のではなくカーデイオイドに似た9がJIll線をえ
がいてぼくたちをとじこめていた。（倉組由美子 r型少女』）
(19)星ガハシル：南の空を、赤い星がしきりにななめに追上圭上左．。（宮沢賢治r賀の火』）
(20)火ガハシル：葬式にも出たらいかんて、そんな話があるもんかと頭の中を火が走ュと。
（織田作之助渓紺悔此 ）
以上のような例文を収集したが、動洞句内の名詞と動詞ハシルとの関係は固定した形式、
いわゆる梢用句ではない。構成要索liIlの結合度の段階性は存在するが1可類の名
詞への交替が可能な 「辿語」である。 一方、以下の用例では構成要紫である名
詞とI諏ハシルとの固定度に差がある。
(21)逍路ガハシル：往来の少ない通りなので、そこには枯れ枯れになった督稽tが一而に
生えていて、遊廓との界に一 間ほどの箇のある九IIl道路が淋しく西に延ュエ竺
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と。（有島武郎r星座』 ）
(22) 亀裂ガハシル：更に大理石の光沢を誇る壁にも円柱にも、ところ鎌わず汚辱のよう
な亀裂が走ュエいた。（北杜夫『拾家の人ぴとJ )
か1 ｀ どう
(23) 耳ガハシル：あの声はと、耳の産ゑ見当を見破ると一一向うにいた。花ならば海棠か
と思わるる幹を背に、よそよそしくも月の光りを忍んで絃籍たる属紐悔がいた。
（夏目漱石『草枕」 ）
たた
(24) 目ガハシル：二人の目は鵞異の表情を潜えて、その白棉の皮の上に産2.1;,_.（佐左木
俊郎r恐怖城』 ）
(25) 節ガハシル：数日苦しんだ末、突如として趾は走上、図は成った。（小林秀雄『雪舟』 ）
(26) 虫酸ガハシル：田村へ婦って、ママに無心すれば、金は出来ぬこともなかったが、陽
子が昨夜泊ったのかと思えば、田村へ帰る気はせず、それにもともと嫌いだっ
たママのことが今は田村と共に虫酸が産立、顔を見るのもいやだった。（織田
作之助『土昭夫人」）
(27) 咽ガハシル：町中に噂が些上五o
以上のような動詞ハシルの動詞句には構成要紫の文法的機能が働く辿稲から恨用句として
認めるぺき動詞句までの段階がある。それは全体が一つの単語たる意味をなす意味的な面と
構成要素の形式的な面から考隙すべきである。たとえば、「策がはしる」の場合には「（ポー
ルペンで由いている人を見て）節がはしっている」のようにも表現する。いわば、 「節がはし
る」 の 「箪jが実質的な意味を持っておらず無意味化している。 「第」 が自立はするが、無
意味形態紫になる例であり、宮島 (1994) が言っている自立できない単語だけが無意味形態素
になるわけではなく、自立できる単語の楊合も無意味化した無意味形態素になる。
4. 動詞ハシルの動詞句の名詞
参考資科を含む近現代の文学作品から収集したガ格から成っている動詞ハシルの動詞句の
構成要紫である名詞を、その意味的な分類や近接性によって類型別に分けて網羅する。
4. 1 人や動物
伝令 行人 近習 家来 寮監 鼠 馬 蛇 魚 晰錫 野次馬 など
4. 2 乗り物類
トラック 戦車 船 舟 蒸気船 自転車 エレペ ー ター ロケット 自転車 など
4. 3 液体類
水 細流 急流 波 山波 小流れ 小雨 海水 生唾（水）銀 露 汗 涙 など
4. 4 辺具（紐、刃物、器械）
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節 ベン 万年箪 洋笙 絵箪 鉛鉦 矢 槍 短刀 嫉刀（ねたば） 白刀 剃刀
バリカン 器械 など
4. 5 目で見られる気体類
裳 省 粉雪 黒裳 煙 雨雲 水蒸気 霧 など
4. 6 風、 紙類
風 幣 枯菜 など
4. 7 状態を表す名詞
亀裂 割れ目 ヒピ など
4. 8 線状を表す名詞煩
道路 筋 斉筋 細流 井戸縄 路 根 尾根 線路 レール 鉄道線 糸路 血管
木目 樹の枝 小路 通路 街道 小敷 縁（ふち） モ ー ）レ 秩父の諸嶺脈 など
4. 9 光や砲気類
稲要 光り物 光線 雷光 スバー ク 残光 朝の陽 火 炎 砲気 影 府
人影 など
4. 10 人間の精神を表す名詞類
戦慄 悪感 興租 緊張 悪寒 恐怖 感蹂 動揺 裳え しぴれ 痙攣 緊張感
痛み（狼狽の）色 表情 梢 屈辱感 感梢 嫌悪感 おそれ 感動
f輝 不安 笑い 誘き 空想 意識 観念 呪い 自蓉心など
4. 11 音類
音 声 歌 詩 足音 サイレン 喧楳 など
4. 12 玉類
銃丸 弾 魚雷 ポウル（ポール）など
4. 13 身体の部位、 感従器官
手 足 爪の先 ／ 目（視線）耳 など
4. 14 星類
凪 月 地球 など
4. 15 その他
咽 虫酸 など
以上のような名桐類を収集したが、動詞ハシルの動詞句は、 構成要素である名詞が有Iiり物
の場合には、動詞ハシルの実賀的な意味があらわれる。 一方、構成要素である名詞が無偕物
磯合には、 勁詞ハシルの実質的な意味は薄れていき、 比喩化にすすむ。その比喩化した表
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現が時間を経て、 一般の人々に使われながら、 形式的にも意味的にも固定した恨用表現が恨
用句になる。
5. 動詞ハシルの動詞句の慣用表現
日本語の勅詞句を構成要素の意味的及ぴ文法的なiliiから考える場合には、 次のとおり三つ
に分けることがある。
(28) 参加者の皆がはしる。（述話）
(29) そのセリフを1ltlくたぴに、 虫酸がはしる。（恨用句）
(30) 悪事千旦をはしる。（ことわざ）
ところで、 この分類の基準には段階的な差がある。連語と慨用句の認定には構成要素の現
実的反映が文によってことなる。従来の伯用句の定義は、意味的に二つの構成要紫がお互い
に総和して一つの単語の意味をもつことである。更に構成要索の断片が現実世界を反映して
いない、いわゆる、構成要素が独自の単甜性をうしなっていることを規定している。 ところ
が、従来の規定にしたがつでiti用句とみとめるべき動詞句にも、 その動詞句の意味を把梱す
る場合に、 文によって構成要紫の一方が現実枇界を反映する、 いわば単語性を持つ単なる述
語として把握すべきところがある。
(31) 白い端正な脈立ちの似航絵に、 すっと箪が走る。
(32) 紐が走る時は楽しくて気持ちいい。
同じ動洞句の 「節が走る」 と酋っても、上記の (31) の例文の楊合には、「似頗絵の上に部
が動く 」 ことであって、勺知が現実枇界を反映し、構成要素の断片が単語性を有している
単なる述語である。 その反面、 (32) の例文の動詞句「第が走る」 の場合は、「文がすらすら
とかける時は楽しくて気持ちいい」 あるいは 「字がうまくかける時は楽しくて気持ちいい」
ことを意味することであって、 構成要素の1祈片が両方とも現実枇界を反映していない。
本秘では述栢形式を「辿語」、「文の恨用句」、「1月用句J、「ことわざ」 の四つに分ける。 「巡
語」は構成要紫の結合が特定のJfi語ではなく、一般的に自由なものである。 「文の札't用句」
とは、動詞句の全体が一つの単絣の慈味を持ちながらも形式(Iりには梢成要素の文法的特徴が
揺れるもの、 あるいは、動詞が実質的な意味をもっていないもの、いわばある程度の意味的
な限定が加えられていて•t(1用句化が進んでいる動詞句を本松では 「文の研用句」 と呼ぴ、「辿
謡」と 「忙tlll句 」 の中IilJ的な性質の動岡句として設定する。
「慨用句」は動詞句の全体が一つの単語の意味を持ちながら、形式的にも構成要素が固定
していて、宮島 (1994) が指すように特定の祖用旬の中にしかあらわれない無意味形態紫を有
するものである。 ところが、無意味形態紫は動詞句の構成要素である動詞にも存在する。実
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質的な意味を持っていない動詞句の動詞の場合がこれにあたる。たとえば、r道路がはしる」、
嘩がはしる」、「咄がはしる」、「虫酸がはしる」 などの例において、これらの動詞句の構成
要素である勁洞ハシルは実賀的な意味をもっていない
句である。
。いわゆる、比喩的な意味を持つ動岡
恨用的な動洞句の表現に 「恨用句」と「ことわざ」とがある0,:の二つのtl!［用表現は意味
的また形式的に区別することができる。たとえば、1l't用句と思われる「虫酸がはしる」は心
理描写、現象描写、感情表現である。 一方、ことわざである「悪事千具をはしる」の楊合は、
心理 ・現象 ・感術の表現ではなくて、出来事が起きて、｝脚いうわさが広がることを意味する。
また、口頭語には使わない。ことわざは話活用形（「虫酸が走りそ•_）た」のような助動洞の
結合）がなく、1代用句とはifi学的に使い方が述う。
6. 動詞ハシルの実質性
実質性を有する動洞ハシルは 「 人がはしる」 が例になる。それに比ぺて、「虫酸がハシル」
の場合には、動詞の実質性が表れる状態ではない。「媒気がハシル」のように類似した名詞
類の樅き換えが可能にも係わらず、 「虫酸がハシル」がtrt用句と言える根拠は動詞ハシルが
実質性を失っていて、構成要索である 「虫酸」が動詞ハシルとしか結合しな いところにある。
これは類似表現である 「鎌気がハシル」が 「鎌気がさす」などのように構成要素である動祠
繹きかえられることと異なる。
本稿では、「連翫と 「•ttt用句」の中Ill)的なものとして「文の恨用句」を設定した。 実質
性が生きている動洞の種類から構成される動祠句こそ恨用化からかけ離れていく。無慈味化
した動詞からなっている動詞句は伯用化に進んでいく 。たとえば、「紐ガ～」 の後側に結合
できる動阿には、「はしる、進む、滑る、動く、I旬く、所（む、記す」 などがある。 「節がはし
る」は全体が一つの単語の意味をも表せる動詞句でありながら、上記のような実質性を有す
る動洞との交替が可能なところから、1l't用化に巡んでいる動詞句である。一方、「うわさガ～」
の後側に粘合できる動詞には、「はしる、広まる、流れる、回る、とぴかう、一人歩きする」
などがある。うわさの無意味化が起こらないながらも、枯合する動詞は実質性をうしなって
いる。以上のような表現は各々の構成要素の結合に、ある程度の意味的な限定が加えられて
いる。 いわゆる、本秘で提示した恨用化が進んでいる「文の•trtm句」である。1月｝Tl化が進ん
でいるだけに、比唸的な性格が弛い。ところが、「虫酸がハシルJ は「虫酸ガ～ 」 の後側に
結合できる動洞が 「はし和しかない。栴成要紫である動洞ハシルは動詞の実質性を失って
無意味形式になっている。 い わゆる、「itt用句」である。
このようなところから、宮島(1994)のように名詞の一方だけでの無意味形態紫の判断は
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不充分で、構成要素である動詞の無意味化も考慮に入れて恨用句を把握すべきであろう。
7. むすび
結合が自由な「辿語」と固定した単語の意味をもつ 「恨用句」の間に段階性が存在するこ
とはしばしば習われている。本稿では、その段階性の中間的なものを「文の恨用句J として
股定した。これは形式的だけではなくて、意味的にも、構成要素の各々が現実世界を反映し
ている 咽〖語」、構成要素のいずれかが現実世界を反映している 「文の恨用句」、構成要索の
全体が現実枇界を反映している 「恨用句」、による分け方でもあって、形式的にも意味的に
も統一的な単語の意味把握につながる。
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